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第2回部会の論点
「羽田空港を含む臨海部を、まちづくりにどう活
かすか」

空港を活かしたまちづくり

海、水辺を活かしたまちづくり

国際都市としての仕掛け、魅力づくり
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論点１：
空港を活かしたまちづくり

論点１：
空港を活かしたまちづくり

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 57～61ページ
○第1回部会資料 6～9ページ

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 57～61ページ
○第1回部会資料 6～9ページ
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【現状】
■羽田空港は世界有数（第4位）の乗降客数を誇る巨大空港であり、その利用者数はさらに拡大を続けている。

羽田空港乗降客数の推移 世界の主要空港の乗降客数

（資料）Airport Council International資料より作成

■空港を活かしたまちづくり
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（資料）国土交通省「空港管理状況調」等より作成
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（万人）

■羽田空港では第四滑走路や国際線旅客ターミナルなど再拡張整備が進められており、さらなる利用拡大が
想定されている。
■再拡張後はアジアを中心として国際線の就航が見込まれており、今後は国際的なゲートウェイという新たな
役割が加わることとなる。

羽田空港の国内旅客数の実績及び将来予測

■空港を活かしたまちづくり

（資料）国土交通省



6（資料）国土交通省東京航空局ウェブサイト

■空港を活かしたまちづくり

国際線地区の対象地域は、国際旅客ゾーン、国際貨物
ゾーン、エプロン・ゾーンの３つの地域に大別される。
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■羽田空港の沖合移転後の跡地については、その有効利用に向けて、区・都・国との協議が進められている。

■空港を活かしたまちづくり

羽田跡地の範囲と面積

（資料）大田区ウェブサイト



8

■跡地で整備する機能としては、交流に関する機能の他、親水機能や緑地整備などが想定されている。

■空港を活かしたまちづくり

大田区が想定する機能イメージ

多摩川沿いの跡地は護岸を整備し、親水
公園としてプロムナード化する

親水機能
親水護岸、親水公園の整備

・ショッピングモール レストラン ホテル
コンベンション施設
水上交通ターミナル
臨空業務施設

国際交流機能
空港の国際化に対応した国
際ビジネス、商業・観光施設
などの交流機能の導入

羽田の森（広域非難場所）
緩衝緑地公園

環境共生機能
緩衝緑地の整備

・研究機関 産業技術交流
・展示館
・全国物産店 レストラン 業務系施設
・商業施設（エンターテイメントパビリオン）
・アミューズメント施設
・憩いの場などの多目的広場

文化交流機能
文化、商業、業務、交流、憩
いの複合拠点

主な施設構成イメージ機能イメージ

（資料）大田区ウェブサイト
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■空港を活かしたまちづくり

【現状】
■羽田空港へのアクセス
に関しては、現状では鉄
道（モノレール・京急）、高
速道路・主要幹線道路が
整備されている。

■しかし、今後の利用者
数・利用貨物の増加や、
臨海部における交通渋滞
等を考慮すると、今後のア
クセス容量の拡大につい
ても、検討が必要である。

（資料）大田区臨海部産業動向調査

環七

アクアライン

131

15／第一京浜

409

モノレール

京浜急行線

横須賀線

東海道線
新幹線

3km

高速道路

鉄道等

主要幹線道路

産業道路

高速神奈川１号横羽線

高速湾岸線

357

東海道貨物線
（旅客併用化検討ルート）

第二東京湾岸道路

東京港
臨海道路

環八

東急多摩川線

東海道本線
京浜東北線
京浜急行線

臨海部の交通状況
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空港を活かしたまちづくりとは、どんなことだろ
うか
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論点２：
海、水辺を活かしたまちづくり

論点２：
海、水辺を活かしたまちづくり

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 43～48ページ
○第1回部会資料 13～14ページ

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 43～48ページ
○第1回部会資料 13～14ページ
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■海、水辺を活かしたまちづくり

（資料）大田区土地利用現況図

【現状】
■臨海部の土地利用については、空港・港湾や流通・産業系の利用を中心としている。
■一方で、緑地や親水性の高い空間としての利用は小規模に留まっている。
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海、水辺を活かしたまちづくりとは、どんなこと
だろうか
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論点３：
国際都市としての仕掛け、魅力づくり

論点３：
国際都市としての仕掛け、魅力づくり

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 58～59ページ
○第1回部会資料 14ページ

関連参考資料：
○大田区に関する基礎資料集 58～59ページ
○第1回部会資料 14ページ
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■国際都市としての仕掛け、魅力づくり

■国際都市に見られる機能は多岐にわたり、これらの充実が望まれる。

国際都市に見られる機能（例）

常
に
情
報
が
集
積
す
る
／
利
用
で
き
る

常
に
情
報
が
集
積
す
る
／
利
用
で
き
る

外
国
人
も
日
本
人
も
暮
ら
し
や
す
い

外
国
人
も
日
本
人
も
暮
ら
し
や
す
い

「日
本
ら
し
さ
」が
伝
わ
る

「日
本
ら
し
さ
」が
伝
わ
る

情報・知識の集積と交換の場
例：人的交流ネットワーク、取引情報交換の機会

外国人の社会参加の場の提供
例：在住外国人の家族の就職口、ボランティア活動等の場

人材の育成
例：大学、留学生受け入れ体制、ボランティアガイド

多様性ある文化的生活の享受
例：文化施設・イベント、宗教施設、多様な食の提供

魅力ある地域の文化・産業・ライフスタイル等の紹介
例：文化や生活を住民や来訪者に示す施設、イベント

外国人の快適な生活空間の確保
例：快適な住宅、国際教育推進、医療サービス

人
が
集
ま
り
や
す
い

人
が
集
ま
り
や
す
い

国際交流拠点
例：国際会議場、コンベンションビューロー、宿泊施設

（資料）国土交通省「移転先新
都市の国際政治都市としての
あり方に関する調査報告書」に
加筆・修正

外国人への情報提供
例：言語対応、トラブル対応、インフォメーションセンター

移動利便性
例：市内から近い国際空港、高度な情報通信ネットワーク
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■国際都市としての仕掛け、魅力づくり

観光・交流に関する産業と地
域活性化の関係（概念図）

（資料）国土交通省「東アジア経済圏との連携
協力に資する国土基盤のあり方検討調査」

名所
旧跡

小売

祭礼・
イベント

ｺﾝﾍﾞ
ﾝｼｮﾝ

ｽﾎﾟｰﾂ産業
体験

運輸

旅行業
・ガイド

集客・交流の実現手段
となる産業

ビジター産業を支えるしくみ・基盤ビジター産業を支えるしくみ・基盤
ハード・インフラ ソフト・しくみ

空港 官民連携

文化・
娯楽

集客・交流の目的
（観光資源となる産業）

医療

福祉

飲食
往
訪
目
的
の
拡
大

宿泊・
リゾート

集客・交流を
支援する産業

放送出版

情報発信

情報
ｻｰﾋﾞｽ

関連インフラ整備

貨物

運送

写真

金融

広告

土木
建設

用具

ﾚﾝﾀﾙ
通訳

道路 会議場 地域の
誇り

広域連携
通信
インフラ ・・・ ・・・

卸売

通信

多様な地域資源に
対する外部からの評価

多様な地域資源に

対する外部からの評価

地
域
の
活
性
化

地
域
の
活
性
化

ハード・ソフトの
整備による
住民にとっての
利便性向上

ハード・ソフトの
整備による
住民にとっての
利便性向上

地域の誇りの向上地域の誇りの向上

雇用創出等
の経済効果

雇用創出等
の経済効果

交流拡大
による外部
からの刺激増

交流拡大
による外部
からの刺激増

仕組み・基盤の整備の進展

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

研究
教育

国際
機関

ビジター産業（狭義の）観光産業
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国際都市としての仕掛け、魅力づくりにとは、
どんなことだろうか


